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質問･連絡はこの
アドレスに

生物が自分と同じもしくは共通する遺伝子組成
をもつ個体を新たにつくること。

畜産学などの分野では「繁殖」といい，家畜を
増やす（増殖）という意味もある。
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動物改良の長期戦略

家畜育種・繁殖学の位置づけ家畜育種・繁殖学の位置づけ
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優秀な種畜（雄と雌）を選抜

遺伝的進歩－最近50年間が顕著

遺伝学（知識と技術）＋繁殖過程の人為的な操作

育種・繁殖の目的

1. 種の永続性
2. 食糧供給

人類の食物連鎖にリンク
3. 遺伝的改良
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１．人工授精

２．凍結精液

３．胚移植

４．胚の長期保存

５．体外受精

６．クローニング

７．雌雄の生み分け

８．遺伝子移植

遺伝的改良のために利用
されている繁殖技術
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配偶子による生殖
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中枢神経系

視床下部

以下の項目について学習しま

す。

１．生殖とは

２．生殖のホルモンⅠ

３．生殖のホルモンⅡ

４．生殖異変〔ビデオ鑑賞〕

５．性分化と環境ホルモン

６．配偶子形成

７．配偶子成熟

８．受精

９．胚発育と着床

講義の内容

10．着床，妊娠，分娩（泌乳）

11．受精から分娩まで〔ビデオ鑑賞〕

12-15．家畜繁殖のバイオテクノロジー

人工授精

胚移植

体外受精

性支配

クローン家畜

トランスジェニック家畜

など

近年，家畜の繁殖技術の進展は目覚ましいものがありますが，
これらの技術の基礎となる生殖生理学・内分泌学について，そし
て配偶子の操作によるバイオテクノロジーについて学びます。

また，“化学物質はどのようにヒトの生殖能力を変えてしまうの
か？”－生殖異常の現象を織りまぜながら，生殖に関わる内分泌
学について講義・紹介します。

【到達目標】家畜の様々な生殖現象をとおし生殖生理学の基礎を
理解し，近年めざましく発展している家畜繁殖分野におけるバイオ
テクノロジーに関する最先端の情報を知ることを目的としています。

講義の概要

家畜繁殖学

中略

×

この講義で学ぶ主な家畜この講義で学ぶ主な家畜

家畜

教科書は使用しません。
講義の内容はホームページで公開（学内限定）します。

教科書・参考書等：

平常評価：ほぼ毎回小テストを行います。

期末評価：授業内容の筆記試験を行います。

成績評価方法等：

ホームページ
http://nature.cc.hirosaki-u.ac.jp/lab/3/animsci/
テキストのページ
http://nature.cc.hirosaki-u.ac.jp/lab/3/animsci/text_1.html

連絡先：suzuki@hirosaki-u.ac.jp


